
【スポーツに親しむ区民の方々】　
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区は、スポーツ健康都市宣言、スポーツ推進計画の策定を行い、生涯スポーツを充実しあらゆる世代の方々がスポーツに参加され、スポーツを通した健康の維持・向上と地域の活性化につなげていくことを目指している。
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【
平
成
24
年
度
決
算
を
認
定
】

　
大
田
区
議
会
は
、
平
成
25
年
第
3
回
定
例
会
を
9
月
18
日
か
ら
10
月
15
日
ま
で
の
28

日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、
平
成
24
年
度
決
算
の
内
容
な
ど
を
中
心
に
12
名
の
議
員
が
質
問
し
、

議
論
し
ま
し
た
（
詳
細
は
、
2
～
5
面
に
掲
載
）。

　
こ
の
定
例
会
で
上
程
、
審
議
し
た
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

● 

区
長
提
出
議
案
と
し
て
、
平
成
24
年
度
大
田
区
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
や
平
成
25

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
次
）
な
ど
報
告
を
含
め
32
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
、
平
成
24
年
度
決
算
に
関
す
る
４
件
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
集
中
審
査
し
た
結
果
、
全
て
認
定
し
ま
し
た
（
決
算
に
対
す
る
各
会
派

の
意
見
は
、
６
面
に
掲
載
）。
ま
た
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
全
て
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
（
詳
細
は
、
７
面
に
掲
載
）。

● 
議
員
提
出
議
案
及
び
委
員
会
提
出
議
案
と
し
て
、
意
見
書
６
件
と
条
例
案
１
件
が
提

出
さ
れ
審
議
し
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
意
見
書
６
件
は
全
て
可
決
し
、
条
例
案
に

つ
い
て
は
賛
成
者
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
（
意
見
書
の
全
文
は
、
８
面
に
掲
載
）。

● 

請
願
・
陳
情
は
、
審
議
の
結
果
、
採
択
５
件
、
不
採
択
12
件
、
そ
の
ほ
か
は
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
（
請
願
・
陳
情
の
結
果
は
、
７
面
に
掲
載
）。
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
決
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
区

長
の
感
想
と
、
今
後
区
と
し
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

日
本
の
表
玄
関
で
あ
る
羽
田
空
港
を

有
し
、
国
際
都
市
を
目
指
す
区
に
と
っ

て
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
。
区
民
の
皆
様

の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
意
識
を
高
め
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
の
地
域
づ
く
り
、
誰
も

が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

［
景
気
動
向
と
健
全
財
政
運
営
］

区
長
は
、
区
内
の
様
々
な
行
事
に
参

加
し
、
地
域
の
方
々
か
ら
生
の
声
を
聞

く
こ
と
が
多
い
と
思
う
。
現
在
の
日
本

の
景
気
に
照
ら
し
、
区
の
置
か
れ
て
い

る
状
況
に
つ
い
て
、
考
え
を
伺
う
。

我
が
国
の
景
気
の
先
行
き
に
つ
い
て

は
次
第
に
回
復
に
向
か
う
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
が
、
国
の
景
気
の
持
ち
直

し
が
直
ち
に
区
内
中
小
企
業
の
業
績
回

復
に
結
び
付
い
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

多
く
の
中
小
企
業
者
が
資
金
調
達
の

困
難
に
直
面
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
、

金
融
円
滑
化
法
の
終
了
に
よ
る
影
響
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を

乗
り
切
る
た
め
に
は
、
国
や
都
へ
経
営

支
援
に
関
す
る
働
き
掛
け
も
必
要
で
は
。

緊
急
金
融
特
別
相
談
窓
口
を
25
年
10

月
以
降
も
継
続
し
、
経
営
強
化
資
金
の

要
件
緩
和
も
、
当
面
の
間
、
期
間
を
延

長
し
、
更
な
る
利
用
促
進
に
努
め
る
。

今
後
も
、
区
内
中
小
企
業
の
経
営
の
安

定
化
、
資
金
繰
り
を
支
援
し
、
機
会
を

捉
え
、
国
や
都
へ
の
経
営
支
援
に
関
す

る
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
く
。

未
来
プ
ラ
ン
の
後
期
計
画
の
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
今
後
５
年
間
の
財
政
状

況
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
想
定
し
て
い

る
か
。
26
年
４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８

％
に
変
更
に
な
っ
た
場
合
、
区
財
政
へ

の
影
響
を
ど
う
考
え
る
か
。

法
人
住
民
税
の
一
部
国
税
化
を
柱
と

す
る
、
い
く
つ
か
の
是
正
案
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
区
か
ら
多
く
の
税
収
が
吸

い
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
自
治
体
経
営

の
根
幹
を
揺
る
が
す
大
き
な
問
題
。
財

源
を
維
持
す
る
た
め
、
主
張
す
べ
き
こ

と
は
主
張
す
る
。
今
後
の
財
政
状
況
の

見
込
み
は
、
あ
る
程
度
幅
を
持
っ
て
考

え
て
い
く
。

［
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
力
醸
成
］

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
決
定
を
契
機
に
、
ス
ポ
ー
ツ

健
康
都
市
宣
言
の
具
体
化
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。
所
見
を
伺
う
。

区
民
が
生
涯
に
わ
た
り
心
身
共
に
健

康
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
機
会
の
提
供
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

地
域
力
の
向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整

備
な
ど
、
大
田
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

に
お
け
る
施
策
を
更
に
推
進
し
て
い
く
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
当
た
り
、
国

で
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
設
置
も
検
討
し
て

い
る
。
区
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
す
る

意
気
込
み
を
見
せ
る
意
味
で
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
担
当
部
署
設
置
な
ど
組
織
体
制

の
強
化
を
考
え
て
い
る
か
。

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
施
策
や
ま
ち
づ
く

り
、
観
光
施
策
の
推
進
な
ど
区
の
様
々

な
課
題
に
全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組
む
た

め
、
対
策
本
部
の
設
置
を
は
じ
め
組
織

体
制
の
整
備
を
検
討
す
る
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
支
援
す
る

た
め
、
障
が
い
者
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
活
用
も
考
え
て
は
い
か
が
か
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
と
共

に
、
写
真
展
示
な
ど
に
よ
り
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
意
義
を
周
知
す
る
な
ど
開
催

に
向
け
た
取
り
組
み
支
援
を
検
討
す
る
。

［
羽
田
空
港
跡
地
・
国
家
戦
略
特
区
］

空
港
跡
地
が
国
家
戦
略
特
区
の
指
定

を
受
け
る
見
込
み
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

都
は
、
ア
ジ
ア
ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー
タ
ー

国
際
戦
略
総
合
特
区
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
し
、
国
家
戦
略
特
区
に
提
案
し
た
。

提
案
に
は
空
港
跡
地
第
１
ゾ
ー
ン
も
含

ま
れ
て
お
り
、
国
の
掲
げ
る
「
世
界
で

一
番
ビ
ジ
ネ
ス
の
し
や
す
い
環
境
を
つ

く
る
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
大
き
く

寄
与
す
る
。
都
と
連
携
し
な
が
ら
指
定

に
向
け
て
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

［
空
港
騒
音
対
策
］

羽
田
空
港
の
Ａ
滑
走
路
北
向
き
離
陸

左
旋
回
に
つ
い
て
、
国
が
区
に
対
し
て

行
っ
た
確
認
を
守
ら
せ
、
地
域
の
思
い

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
左
旋
回
の
廃

止
を
実
現
し
て
い
く
べ
き
。

国
際
線
３
万
回
増
枠
と
い
う
時
機
を

捉
え
、
９
月
９
日
に
国
土
交
通
大
臣
に

面
談
し
て
要
望
し
た
。
引
き
続
き
、
地

域
の
方
々
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

［
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
］

今
後
区
と
し
て
は
、
蒲
田
駅
周
辺
再

編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ど
の
よ
う
に
成
案

化
し
、
蒲
田
と
新
空
港
線
、
空
港
跡
地

と
の
関
係
を
ど
う
捉
え
て
い
く
の
か
。

蒲
田
都
市
づ
く
り
推
進
会
議
を
立
ち

上
げ
、
蒲
田
駅
周
辺
再
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
年
度
内
に

確
定
す
る
予
定
。
蒲
田
、
新
空
港
線
、

空
港
跡
地
の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
は
、
大
き
な
相
乗
効
果
が
期
待
さ

れ
、
総
力
を
挙
げ
て
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

［
待
機
児
童
対
策
］

国
や
都
の
支
援
策
を
活
用
し
な
が
ら
、

待
機
児
解
消
に
つ
な
が
る
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
小
規
模
保

育
所
の
整
備
の
見
込
み
と
、
区
の
待
機

児
対
策
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で

き
る
の
か
伺
う
。

小
規
模
保
育
所
は
、
待
機
児
対
策
と

し
て
有
効
な
手
法
で
あ
る
。
今
回
、
区

と
し
て
初
め
て
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
高
い

地
域
で
、
年
内
に
小
規
模
保
育
所
３
施

設
を
開
設
す
る
予
定
。

区
政
を
き
く

代
表
質
問

［
暮
ら
し
と
福
祉
最
優
先
の
区
政
へ
］

消
費
税
が
増
税
さ
れ
た
ら
区
民
の
暮

ら
し
や
中
小
・
零
細
企
業
は
潰
さ
れ
る
。

最
大
の
景
気
対
策
は
消
費
税
増
税
の
断

念
だ
。
区
長
は
区
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
こ
と
を
最
優
先
と
す
る
べ
き
。

税
率
引
き
上
げ
は
、
国
民
生
活
へ
の

影
響
に
一
定
の
配
慮
が
な
さ
れ
る
。
社

会
状
況
の
変
化
に
対
応
し
、
区
民
生
活

の
安
定
と
区
内
産
業
の
活
性
化
を
図
る
。

生
活
保
護
基
準
見
直
し
は
、
介
護
、

医
療
、
年
金
、
保
育
、
就
学
援
助
な
ど

区
民
に
影
響
が
及
ぶ
。
区
長
は
区
民
の

命
を
守
る
た
め
支
援
策
を
考
え
る
べ
き
。

こ
れ
ま
で
同
様
、
必
要
な
支
援
を
必

要
な
人
に
適
切
に
提
供
し
て
い
く
。

就
学
援
助
は
、
世
田
谷
区
長
が
「
現

行
水
準
を
維
持
」
と
表
明
。
教
育
の
機

会
均
等
は
現
行
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
。

生
活
保
護
基
準
は
、
３
年
間
、
段
階

的
に
引
き
下
が
る
。
26
年
度
以
降
、
国

や
都
の
動
向
も
注
視
し
判
断
す
る
。

［
24
年
度
決
算
か
ら
見
た
大
田
区
政
］

決
算
は
、
個
人
所
得
や
給
与
所
得
が

減
り
、
特
定
扶
養
控
除
の
廃
止
や
収
納

対
策
強
化
に
よ
る
区
民
へ
の
負
担
増
。

ま
た
、
区
民
に
と
っ
て
掛
け
替
え
の
な

い
施
策
、
特
に
高
齢
者
や
弱
者
へ
の
施

策
が
削
ら
れ
た
。
区
民
の
暮
ら
し
、
福

祉
、
営
業
切
り
捨
て
の
決
算
で
あ
る
。

収
納
対
策
の
強
化
は
、
公
平
性
の
観

点
。
福
祉
や
健
康
、
ま
ち
づ
く
り
、
産

業
振
興
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め
る
。

区
の
仕
事
を
民
営
化
し
た
職
場
や
指

定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
た
職
場
の

実
態
を
調
査
・
公
表
し
、
指
導
す
べ
き
。

従
業
員
の
労
働
環
境
の
適
正
な
管
理

は
事
業
者
自
ら
が
取
り
組
む
べ
き
問
題
。

労
働
条
件
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
き
は
、

状
況
確
認
し
法
令
遵
守
の
徹
底
を
図
る
。

足
立
区
で
は
、
違
反
業
者
へ
の
是
正

措
置
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
公
契
約
条
例

が
議
会
に
提
出
さ
れ
る
。
区
も
積
極
的

に
公
契
約
条
例
を
作
る
こ
と
を
求
め
る
。

23
区
に
お
い
て
公
契
約
条
例
の
対

応
に
動
き
が
あ
り
、
動
向
を
注
視
す
る
。

羽
田
空
港
対
策
積
立
基
金
１
７
１
億

円
、
新
空
港
線
整
備
資
金
積
立
基
金
10

億
円
な
ど
大
型
開
発
に
よ
る
税
金
の
無

駄
遣
い
は
や
め
、
学
校
や
区
民
施
設
の

改
修
な
ど
必
要
な
計
画
に
活
用
す
べ
き
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
事
業
の

必
要
性
、
緊
急
性
を
常
に
意
識
し
て
行

財
政
運
営
を
進
め
、
無
駄
遣
い
は
な
い
。

給
水
を
直
結
型
に
す
る
学
校
フ
レ
ッ

シ
ュ
水
道
事
業
は
、
全
校
実
施
す
べ
き
。

今
後
も
都
が
進
め
る
こ
の
事
業
を
活

用
し
、
計
画
的
に
工
事
を
進
め
て
い
く
。

首
都
直
下
地
震
に
対
す
る
防
災
対
策

は
待
っ
た
な
し
。
復
興
財
源
と
し
て
、

区
の
防
災
基
金
の
設
立
を
提
案
す
る
。

大
田
区
財
政
基
金
を
設
置
し
て
い
る
。

［
区
内
中
小
企
業
支
援
の
強
化
］

国
の
工
業
統
計
調
査
は
従
業
員
４
人

未
満
は
調
査
し
て
い
な
い
。
区
内
の
実

態
を
把
握
す
る
た
め
に
調
査
す
べ
き
。

ま
ち
工
場
に
仕
事
を
取
り
戻
す
た
め
、

区
長
を
先
頭
に
部
課
長
が
、
区
内
の
大

企
業
に
直
接
、
申
し
入
れ
る
こ
と
を
求

め
る
。産

業
施
策
を
効
果
的
に
進
め
て
い
く

上
で
、
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

は
重
要
。
調
査
の
必
要
性
も
含
め
て
研

究
し
、
区
の
も
の
づ
く
り
と
地
域
経
済

の
発
展
の
た
め
、
今
後
も
機
会
を
捉
え

て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
い
く
。

信
用
保
証
協
会
の
保
証
不
能
や
金
融

機
関
の
直
貸
し
融
資
の
高
金
利
に
対
応

す
る
低
金
利
の
融
資
制
度
の
拡
充
、
円

安
に
よ
る
原
材
料
高
や
物
価
の
高
騰
に

よ
る
区
内
中
小
・
零
細
企
業
者
の
窮
地

に
対
応
す
る
相
談
窓
口
の
開
設
、
特
別

融
資
の
創
設
な
ど
緊
急
対
策
を
求
め
る
。

低
金
利
で
利
用
で
き
る
大
田
区
中
小

企
業
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
設
け
、
時

代
に
合
わ
せ
た
制
度
の
拡
充
に
努
め
る
。

金
融
機
関
に
対
し
て
、
制
度
の
積
極
的

な
利
用
促
進
の
Ｐ
Ｒ
や
緊
急
金
融
特
別

相
談
窓
口
を
10
月
以
降
も
継
続
。
原
材

料
高
や
物
価
の
高
騰
な
ど
資
金
繰
り
の

相
談
、
売
り
上
げ
減
少
に
対
応
す
る
融

資
制
度
の
経
営
強
化
資
金
の
要
件
緩
和

な
ど
期
間
延
長
し
利
用
促
進
に
努
め
る
。

新
し
い
産
業
を
開
発
・
発
展
さ
せ
る

た
め
、
大
田
区
の
特
長
で
あ
る
も
の
づ

く
り
や
仕
事
回
し
を
生
か
し
、
区
の
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

開
発
を
区
が
支
援
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

新
製
品
・
新
技
術
開
発
支
援
事
業
を

実
施
す
る
中
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
す
る
新
技
術
開
発
も
支
援
す
る
。

［
保
育
政
策
は
子
ど
も
最
優
先
に
］

区
の
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
は
、

区
民
と
十
分
議
論
す
る
こ
と
。
国
に
対

し
て
、
結
論
を
26
年
の
夏
と
し
な
い
よ

う
求
め
、
区
で
も
条
例
化
を
急
ぐ
な
。

新
制
度
の
国
の
動
向
と
、
大
田
区
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
で
の
議
論
も
踏
ま

え
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
る
。

区
の
施
策
は
、
国
の
施
策
に
左
右
さ

れ
ず
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
保
育
の
質
を

確
保
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

保
育
の
質
の
確
保
は
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
開
設
計
画
の
精
査
や
開
設
後
の

指
導
の
強
化
を
実
施
。
国
に
対
し
必
要

な
要
望
を
行
い
、
区
も
質
の
確
保
さ
れ

た
保
育
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
に
努
め
る
。

認
可
保
育
園
に
預
け
た
い
正
確
な
実

態
を
つ
か
む
こ
と
。
小
規
模
保
育
所
は
、

保
育
の
質
の
確
保
や
園
庭
、
非
常
階
段

な
ど
環
境
の
整
備
を
強
く
求
め
る
。

保
護
者
の
実
態
把
握
は
、
保
育
園
の

入
所
申
し
込
み
の
際
に
状
況
を
確
認
し

て
い
る
。
小
規
模
保
育
所
の
人
員
配
置

や
施
設
設
備
の
基
準
は
、
認
可
保
育
園

に
準
じ
る
が
、
保
育
の
質
の
確
保
に
資

す
る
よ
う
適
切
な
指
導
・
支
援
を
行
う
。

写真は、スポーツ祭東京2013のデモンストレーションとして9月に
開催されたユニバーサル駅伝の様子。年齢・障がいの有無などを
互いに認め、初めて出会った方々がチームとなって1本のたすきを
つないだ。

写真は、9月にオープンした認可保育園「アスク
久が原保育園」。区は、待機児解消に向けた様々
な取り組みを行っており、今後も複数の保育園の
開設などを予定している。

未
来
を
描
く
区
政
の
展
開
と

地
域
力
の
更
な
る
醸
成

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合	

松
原
　
茂
登
樹

約
1
千
億
円
の
積
み
立
て
は

区
民
の
く
ら
し
営
業
に

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団　

菅
谷
　
郁
恵
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［
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
京
開
催
決
定
関
連
］

新
空
港
線
の
実
現
は
、
７
年
後
に
は

完
成
へ
と
導
く
べ
き
。

７
年
後
の
新
空
港
線
開
業
を
目
指
し
、

都
、
国
、
鉄
道
事
業
者
な
ど
に
対
し
て
、

強
く
働
き
掛
け
て
い
く
。

［
羽
田
空
港
跡
地
活
用
］

区
長
は
、
国
土
交
通
大
臣
と
面
会
し
、

羽
田
空
港
跡
地
に
つ
い
て
対
談
さ
れ
た

と
伺
っ
た
。
そ
の
時
の
状
況
や
国
家
戦

略
と
し
て
の
産
業
支
援
施
設
の
位
置
付

け
の
提
案
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

９
月
９
日
、
国
土
交
通
大
臣
に
羽
田

空
港
跡
地
利
用
の
具
体
化
に
向
け
た
支

援
を
要
望
し
た
。
大
臣
は
、
空
港
跡
地

は
国
に
と
っ
て
も
重
要
な
場
所
で
大
田

区
と
連
携
を
と
っ
て
い
く
、
と
い
う
考

え
を
示
し
た
。
空
港
跡
地
に
区
が
提
案

し
て
い
る
（
仮
称
）
羽
田
グ
ロ
ー
バ
ル

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
ア
ジ
ア

ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー
タ
ー
特
区
の
一
翼
と
し

て
、
世
界
か
ら
企
業
・
人
材
を
呼
び
込

む
と
共
に
、
海
外
企
業
と
国
内
企
業
と

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
医
工
連
携

に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
促

進
し
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
世
界
へ
の

発
信
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
と

日
本
の
国
際
競
争
力
の
向
上
を
目
指
す

拠
点
で
あ
る
。

［
平
成
24
年
度
決
算
］

区
財
政
の
健
全
性
の
堅
持
と
限
ら
れ

た
財
源
の
効
果
的
・
効
率
的
な
配
分
、

及
び
聖
域
な
き
見
直
し
と
再
構
築
に
よ

る
歳
出
削
減
と
い
う
視
点
か
ら
、
24
年

度
の
歳
入
・
歳
出
全
般
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

一
般
会
計
歳
入
の
収
入
率
は
、
23
年

度
に
比
べ
若
干
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
決
算
見
込
み
や
事
業
費
見
込
み
を

分
析
し
、
財
政
基
金
の
繰
り
入
れ
を
最

低
限
に
抑
え
る
一
方
で
、
収
納
率
の
向

上
や
国
都
支
出
金
な
ど
の
財
源
確
保
に

努
め
た
こ
と
と
、
特
別
区
交
付
金
が
23

年
度
と
比
べ
て
44
億
円
余
の
増
額
と

な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
。
一
般
会
計

歳
出
の
執
行
率
は
、
23
年
度
に
比
べ
や

や
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
の
24

年
度
補
正
予
算
第
１
号
に
伴
い
、
区
の

第
６
次
補
正
予
算
が
全
額
繰
越
明
許
費

と
な
っ
て
い
る
た
め
。
こ
れ
を
除
く
と
、

24
年
度
の
執
行
率
は
23
年
度
を
上
回
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
各

部
局
に
お
け
る
予
算
見
積
も
り
の
精
度

の
向
上
、
年
度
当
初
に
見
込
ん
だ
事
業

目
標
の
達
成
に
努
め
た
結
果
と
捉
え
て

い
る
。

［
観
光
施
策
］

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
が
決
ま
り
、
多
く
の
外
国

人
の
来
日
が
予
想
さ
れ
る
。
再
開
発
中

の
京
急
蒲
田
駅
前
や
Ｊ
Ｒ
蒲
田
駅
前
に

日
本
政
府
観
光
局
が
認
定
す
る
、
英
語

・
中
国
語
・
韓
国
語
で
対
応
で
き
る
「

カ
テ
ゴ
リ
ー
３
」
の
外
国
人
観
光
案
内

所
を
設
置
す
べ
き
。

外
国
人
来
訪
者
の
増
加
に
伴
い
、
観

光
案
内
機
能
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
。
開
催
ま
で
に
は
十
分
な
態
勢
が

整
え
ら
れ
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

［
自
治
会
・
町
会
へ
の
行
政
の
関
わ
り

方
］自

治
会
・
町
会
の
高
齢
化
、
固
定
化

に
つ
い
て
の
印
象
を
伺
う
。
ま
た
若
返

り
を
目
指
す
新
た
な
支
援
策
を
積
極
的

に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

自
治
会
・
町
会
は
区
と
共
に
地
域
の

た
め
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
団
体
。
若

返
り
を
目
指
す
支
援
策
に
つ
い
て
も
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

地
域
力
の
向
上
に
は
様
々
な
世
代
の
力

を
地
域
活
動
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
。
転
入
者
に
自
治
会
・
町
会
活
動

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
働

き
掛
け
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し

て
若
い
方
の
加
入
促
進
を
行
っ
て
い
く
。

［
保
育
に
つ
い
て
］

保
育
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
家
庭

の
状
況
を
捉
え
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

て
い
く
制
度
の
新
設
を
要
望
す
る
。

今
回
、
区
の
初
の
取
り
組
み
と
し
て

 

「
保
育
サ
ー
ビ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を

設
置
す
る
。
10
月
１
日
の
設
置
に
向
け

て
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

［
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
］

新
空
港
線
開
通
の
折
に
は
Ｊ
Ｒ
蒲
田

駅
に
東
海
道
線
の
駅
を
作
る
よ
う
Ｊ
Ｒ

に
要
望
す
べ
き
。

今
後
、
新
空
港
線
整
備
や
蒲
田
駅
及

び
駅
ビ
ル
の
機
能
更
新
の
時
期
を
捉
え

な
が
ら
、
関
係
者
と
協
議
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
蒲
田
駅
前
に
、
区
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
深
い
関
わ
り
の
あ
る
集
客
力
の

高
い
ア
ニ
メ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
置
き

込
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

区
と
関
わ
り
の
深
い
ア
ニ
メ
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
の
置
き
込
み
は
、
観
光
資
源

の
ア
イ
デ
ア
の
一
つ
と
考
え
る
が
、
商

店
街
や
町
会
な
ど
地
域
の
意
向
が
肝
要
。

［
区
営
住
宅
に
つ
い
て
］

長
期
に
住
ん
で
い
な
い
な
ど
の
通
報

が
あ
っ
た
場
合
、
区
は
「
区
営
住
宅
を

使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
」

の
規
定
通
り
速
や
か
に
対
応
す
る
の
か
。

入
居
者
の
状
況
を
調
査
し
、
速
や
か

な
対
応
に
努
め
て
い
る
。
生
活
の
本
拠

が
他
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
、

住
宅
の
明
け
渡
し
を
指
導
し
て
い
る
。

［
障
が
い
者
雇
用
を
含
ん
だ
図
書
館
運

営
］本

庁
舎
の
よ
う
な
障
が
い
者
雇
用
を

含
ん
だ
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を
、
区
内
図
書

館
に
設
置
す
べ
き
。

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
図
書
館
の
改
築
改
修
に

当
た
り
、
立
地
条
件
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
、

利
用
者
の
意
見
な
ど
を
把
握
し
、
障
が

い
者
雇
用
に
よ
る
運
営
な
ど
も
踏
ま
え
、

総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

［
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
つ
い
て
］

今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
へ
の
期
待
と
区
や
都
に
も
た
ら

さ
れ
る
効
果
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

今
の
東
京
は
都
市
と
し
て
の
成
熟
を

遂
げ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
品
格
と
お

も
て
な
し
の
気
持
ち
を
持
ち
、
成
熟
都

市
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
に
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
都
の
試
算
に
よ
れ

ば
、
都
へ
の
経
済
波
及
効
果
は
約
１
兆

６
千
７
百
億
円
。
区
に
お
い
て
も
、
ま

ち
づ
く
り
を
前
進
さ
せ
る
絶
好
の
機
会

と
考
え
て
い
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
を
踏
ま
え
て
、
現
段
階
で
の
各

計
画
へ
の
変
更
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
進
め
て
い
る
未
来
プ
ラ
ン
後
期

の
検
討
・
策
定
に
当
た
り
、
開
催
を
念

頭
に
置
い
た
施
策
の
推
進
を
反
映
さ
せ

る
。
開
催
を
契
機
に
地
域
力
の
向
上
、

国
際
都
市
の
推
進
を
目
指
し
、
区
の
安

全
・
安
心
と
、
暮
ら
し
や
す
い
、
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
前
進

さ
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

中
央
防
波
堤
埋
立
地
の
大
田
区
へ
の

帰
属
に
つ
い
て
伺
う
。

か
つ
て
そ
の
場
所
が
大
田
区
の
海
苔

漁
場
で
あ
り
、
ご
み
・
環
境
問
題
に
お

い
て
か
な
り
の
負
担
を
強
い
ら
れ
た
と

い
う
歴
史
的
経
緯
と
、
羽
田
空
港
と
東

京
港
の
一
部
を
擁
す
る
大
田
区
が
埋
め

立
て
地
を
含
め
た
臨
海
部
の
ま
ち
づ
く

り
を
一
体
的
に
構
想
す
る
こ
と
が
、
区

は
も
と
よ
り
東
京
、
日
本
の
国
際
競
争

力
強
化
に
寄
与
で
き
る
こ
と
か
ら
、
大

田
区
へ
の
帰
属
を
主
張
し
て
き
た
。
今

後
も
、
帰
属
問
題
の
解
決
に
向
け
、
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
く
。

違
反
屋
外
広
告
物
除
却
協
力
員
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
違
反
屋
外
広
告
物
は
職
員
と

委
託
業
者
が
除
却
し
て
い
る
。
協
力
員

制
度
は
、
都
内
の
他
自
治
体
に
お
い
て

も
一
定
の
効
果
が
認
め
ら
れ
、
導
入
が

進
ん
で
い
る
。
ま
ち
の
美
化
や
環
境
浄

化
の
観
点
か
ら
、
導
入
に
向
け
て
検
討

し
て
い
く
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
決
定
が
産
業
交
流
拠
点
施
設
の

計
画
実
現
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

羽
田
空
港
跡
地
は
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
計
画
で
、
２
０
２
０
年
を
目
途
に
ま

ち
づ
く
り
の
概
成
を
目
指
す
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。
第
２
ゾ
ー
ン
に
計
画
さ
れ

て
い
る
宿
泊
施
設
や
複
合
業
務
施
設
は

開
催
ま
で
に
建
設
が
必
要
。
そ
の
た
め

に
は
道
路
な
ど
の
空
港
イ
ン
フ
ラ
形
成

も
求
め
ら
れ
る
。

消
費
税
増
税
に
伴
う
区
内
業
者
、
企

業
へ
の
相
談
窓
口
開
設
な
ど
の
予
定
は
。

内
閣
官
房
か
ら
都
を
通
じ
て
、
区
に

相
談
窓
口
設
置
の
依
頼
が
あ
り
、
現
在
、

中
小
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
者
及

び
消
費
者
な
ど
の
相
談
窓
口
を
設
置
す

べ
く
検
討
し
て
い
る
。

［
教
育
に
つ
い
て
］

子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
に

つ
い
て
、
現
在
の
区
の
対
応
を
伺
う
。

児
童
・
生
徒
に
対
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
使
用
の
目
的
や
利
用
時
間
な
ど
に
関

す
る
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
を

指
導
す
る
と
共
に
、
家
庭
に
対
し
て
も

家
庭
内
の
ル
ー
ル
を
作
る
よ
う
啓
発
し

て
い
る
。

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
、
教

育
現
場
で
考
え
る
場
を
作
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

ネ
ッ
ト
上
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
自
衛
能
力
と
し
て
の
ネ
ッ
ト

リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
児
童
・
生

徒
に
そ
の
意
義
を
考
え
理
解
さ
せ
る
た

め
に
学
校
現
場
に
お
け
る
指
導
を
充
実

さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

写真は、区役所本庁舎1階にある「Cafe Cosmo（カフェ コスモ）」
の店内の様子。就労を目指し、障がいのある方が店員として、
お客様においしいコーヒーや食事を提供している。

　

27
日	

本
会
議
（
第
１
日
）

　

28
日	

本
会
議
（
第
２
日
）

　

29
日	

常
任
委
員
会

　

2
日	

常
任
委
員
会

　

3
日	

議
会
運
営
委
員
会

　

4
日	

特
別
委
員
会

　

6
日	

議
会
運
営
委
員
会

　

	

本
会
議
（
第
3
日
）

第
４
回
定
例
会
の
予
定

※
以
上
は
予
定
で
あ
り
、実
際
の
日
程
は
、定
例
会
開
催
前
の
議
会
運
営

委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。
詳
細
は
、議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

11
月

12
月

○
請
願･

陳
情
の
締
め
切
り　

11
月
20
日
（
水
）

写真は、大田区が帰属を主張している中央防波堤埋立地。

● 議員紹介 ● 会議日程
● 本会議の結果 ● 特別委員会の報告書
● 議会中継 ● 会議録の検索
● 決議・意見書
● 請願・陳情の審査結果
● 区議会だより

ホームページのご案内

　ホームページで議会の新着情報や議員名
簿、会議日程などをお知らせしています。
　ぜひご活用ください。
大田区議会ホームページアドレス
http://www.city.ota.tokyo.jp/gikai/

主な掲載内容

区
民
が
主
役
！

魅
力
あ
る
大
田
区
を
目
指
し
て

大
田
区
議
会
公
明
党　

勝
亦
　
聡

区
の
明
る
い
将
来
と

安
心
な
教
育
環
境
の
実
現
に
向
け
て

大
田
区
議
会
民
主
党　

津
田
　
智
紀
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区議会だより
おおた

ご利用ください 会議録検索システム 区議会の会議録がインターネットを利用して検索、閲覧できます。 大田区議会ホームページアドレス　http://www.city.ota.tokyo.jp/gikai/
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田
村
　
英
樹

大
田
区
議
会

公
明
党

［
区
内
の
防
火
水
槽
の
総
点
検
］

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
生
活

用
水
の
断
水
に
備
え
、
区
の
給
水
拠
点

 

・
応
急
給
水
対
策
の
概
要
を
伺
う
。

応
急
給
水
槽
が
６
か
所
、
給
水
所
が

４
か
所
あ
り
、
飲
料
水
は
６
３
、
９
０

０
ト
ン
分
を
確
保
。
災
害
時
、
こ
れ
ら

の
給
水
拠
点
に
お
い
て
都
水
道
局
と
連

携
し
給
水
活
動
を
実
施
す
る
。

各
消
防
署
で
行
っ
て
い
る
防
火
水
槽

の
保
守
点
検
の
結
果
は
、
区
で
集
約
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

点
検
の
結
果
、
使
用
困
難
な
場
合
や

改
修
な
ど
で
当
面
使
用
で
き
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
場
合
は
、
区
へ
報
告
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

わ
が
ま
ち
防
災
マ
ッ
プ
は
、
地
域
住

民
が
現
地
を
歩
き
、
わ
が
ま
ち
の
防
災

資
源
や
地
域
内
の
危
険
箇
所
を
確
認
し
、

地
域
防
災
力
を
高
め
て
い
く
ツ
ー
ル
。

確
認
作
業
の
中
で
見
つ
か
っ
た
現
状
と

の
不
一
致
に
対
し
て
、
マ
ッ
プ
の
修
正

計
画
、
改
正
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
か
。

現
状
で
は
採
用
し
た
地
図
の
特
性
か

ら
迅
速
に
修
正
が
で
き
な
い
。
地
域
の

自
助
・
共
助
力
向
上
の
た
め
の
ツ
ー
ル

と
し
て
生
か
さ
れ
る
よ
う
、
迅
速
な
修

正
が
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

［
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
災
害
対
策
］

大
田
区
が
運
用
し
て
い
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い
て
、
災

害
発
生
時
に
ど
の
よ
う
な
活
用
が
で
き

る
か
伺
う
。

現
行
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
災
害
発
生
時
に
活

用
で
き
る
よ
う
な
迅
速
な
操
作
性
を
持

た
せ
て
い
な
い
が
、
災
害
現
場
を
特
定

す
る
こ
と
や
周
囲
の
防
災
資
源
を
確
認

す
る
こ
と
な
ど
に
活
用
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

江
東
区
で
は
、
区
内
各
地
の
連
絡
員

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
現
地
情
報
な
ど
を

災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
関
連

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
帰
宅
困
難
者
や
災

害
時
要
援
護
者
へ
の
対
応
、
救
援
物
資

の
需
要
量
な
ど
が
図
示
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
災
害
情
報

シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

災
害
時
に
は
、
被
害
の
大
き
な
災
害

現
場
ほ
ど
情
報
収
集
が
困
難
と
な
る
た

め
、
災
害
現
場
の
映
像
と
地
理
情
報
と

を
連
携
さ
せ
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
し
て
表
示
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
災
害
対
応
の
判

断
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。
江
東
区
な

ど
の
例
を
参
考
に
、
総
合
的
な
観
点
か

ら
検
討
し
て
い
く
。

災
害
対
策
本
部
の
本
部
長
室
に
設
置

さ
れ
る
機
器
や
災
害
情
報
を
整
理
す
る

シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま

た
、
都
な
ど
と
の
情
報
の
連
携
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

災
害
対
策
本
部
に
設
置
し
た
大
型
モ

ニ
タ
ー
に
、
防
災
情
報
処
理
室
で
収
集

し
た
情
報
を
表
示
可
能
。
ま
た
、
都
防

災
セ
ン
タ
ー
と
各
市
区
町
村
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
た
「
東
京
都

災
害
情
報
シ
ス
テ
ム（
Ｄ
Ｉ
Ｓ
）
」
が

区
に
配
備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
画
像
伝

送
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
や
、
音
声
に
よ
る
情
報
連
携
手
段

と
し
て
、
防
災
無
線
電
話
が
配
備
さ
れ

て
い
る
。

清
波
　
貞
子

大
田
区
議
会

公
明
党

［
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
］

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
は
、
ど
の
よ

う
に
作
成
し
、
各
自
治
会
・
町
会
に
渡

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
名
簿
に
載
っ

て
い
な
い
要
援
護
者
に
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

民
生
委
員
の
戸
別
訪
問
や
登
録
案
内

を
郵
送
す
る
な
ど
の
勧
奨
い
わ
ゆ
る
同

意
方
式
に
よ
り
名
簿
を
作
成
し
て
い
る
。

同
意
を
得
ら
れ
て
い
な
い
要
援
護
者
に

は
区
の
窓
口
な
ど
で
勧
奨
し
て
い
く
。

要
援
護
者
の
個
別
支
援
計
画
の
作
成

を
提
案
す
る
が
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

大
田
区
総
合
防
災
力
強
化
検
討
委
員

会
報
告
に
基
づ
く
提
言
に
、
区
民
の
命

を
守
る
た
め
の
対
策
と
し
て
災
害
時
要

援
護
者
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
う

た
っ
て
お
り
、
要
援
護
者
の
個
別
支
援

計
画
は
、
早
期
に
取
り
組
む
べ
き
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

要
援
護
者
に
は
ヘ
ル
パ
ー
、
さ
わ
や

か
サ
ポ
ー
ト
、
民
生
委
員
、
地
域
の
見

守
り
の
方
な
ど
、
多
く
の
福
祉
に
関
わ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
事
だ
が
、
ど
の

よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
さ
わ
や

か
サ
ポ
ー
ト
を
核
と
し
て
、
地
域
と
連

携
し
た
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
推
進
し
て
お
り
、
さ
わ
や
か
サ
ポ
ー

ト
に
高
齢
者
の
情
報
を
集
約
さ
せ
、
支

援
が
必
要
な
高
齢
者
の
把
握
に
努
め
て

い
る
。障

が
い
者
の
総
意
で
作
ら
れ
た
「
た

す
け
て
ね
カ
ー
ド
」
は
、
災
害
時
ど
の

よ
う
に
活
用
さ
れ
る
の
か
。

支
援
に
必
要
な
状
況
な
ど
を
周
囲
へ

伝
え
、
ス
ム
ー
ス
に
支
援
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
障
が
い
の
状
況
や
服
薬
な
ど
配

慮
を
要
す
る
事
柄
に
つ
い
て
、
あ
ら
か

じ
め
記
入
し
携
帯
す
る
。
今
後
は
普
及

促
進
の
た
め
都
の
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
事
業

と
連
動
さ
せ
た
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

防
災
会
議
に
お
け
る
女
性
メ
ン
バ
ー

の
拡
充
を
要
望
す
る
。

女
性
を
含
め
幅
広
い
意
見
を
反
映
す

る
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
共
に
、

現
在
委
嘱
し
て
い
る
団
体
に
女
性
委
員

の
推
薦
を
呼
び
掛
け
る
。

［
女
性
の
健
康
支
援
］

総
合
相
談
窓
口
の
機
能
を
入
れ
た
女

性
健
康
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
要
望
す
る
。

専
門
職
が
常
駐
す
る
保
健
所
内
に
女

性
の
健
康
に
関
す
る
総
合
相
談
機
能
を

持
た
せ
る
こ
と
を
前
向
き
に
検
討
し
て

い
く
。

［
大
森
日
赤
病
院
を
さ
い
帯
血
を
採
取

で
き
る
病
院
に
］

大
森
日
赤
病
院
で
、
さ
い
帯
血
の
採

取
が
で
き
、
公
的
バ
ン
ク
と
の
提
携
が

で
き
る
よ
う
、
区
が
働
き
掛
け
る
こ
と

を
提
案
す
る
。

都
内
に
は
公
的
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
が

２
か
所
あ
り
、
さ
い
帯
血
の
採
取
を
行

う
提
携
医
療
機
関
は
現
在
14
か
所
に
限

ら
れ
て
い
る
。
区
と
し
て
は
、
公
的
さ

い
帯
血
バ
ン
ク
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ

う
国
な
ど
に
要
望
し
て
い
く
。

さ
い
帯
血
の
提
供
な
ど
に
関
す
る
情

報
提
供
と
相
談
窓
口
を
明
確
に
し
て
ほ

し
い
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

臓
器
移
植
、
骨
髄
移
植
な
ど
と
共
に
、

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を
し
て
い

く
。長

野
　
元
祐

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

［
地
域
活
動
な
ど
に
お
け
る
学
生
・
若

者
の
参
加
促
進
］

現
在
の
自
治
会
・
町
会
活
動
の
若
年

層
の
参
加
状
況
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺

う
。活

動
全
般
を
見
て
も
担
い
手
や
行
事

な
ど
の
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

特
に
若
年
層
は
、
自
治
会
・
町
会
活
動

へ
の
参
加
は
少
な
い
状
況
。

若
年
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
と
し

て
、
特
別
出
張
所
単
位
で
の
ツ
イ
ッ
タ

ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
活
用
も
含
め
、

ど
の
よ
う
な
手
法
が
考
え
ら
れ
る
か
。

特
別
出
張
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
含

め
て
、
よ
り
効
果
的
な
地
域
情
報
の
発

信
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

学
生
、
子
育
て
世
代
、
若
年
層
、
在

住
外
国
人
が
参
加
し
や
す
い
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
向
け
て
、
区

は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
か
。

自
治
会
・
町
会
と
他
の
団
体
の
連
携

�

・
協
働
が
更
に
進
む
よ
う
、
必
要
な
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

そ
れ
と
共
に
、
若
年
層
の
ニ
ー
ズ
も
踏

ま
え
た
自
治
会
・
町
会
活
動
に
対
す
る

支
援
も
必
要
と
考
え
る
。

［
消
防
団
分
団
小
屋
の
設
置
状
況
］

都
、
消
防
庁
と
協
力
し
、
是
非
分
団

小
屋
を
持
た
な
い
分
団
に
つ
い
て
、
今

後
取
得
に
向
け
た
よ
り
一
層
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

区
と
し
て
も
、
区
有
地
、
都
有
地
や

国
有
地
な
ど
設
置
可
能
な
場
所
を
検
討

し
協
力
を
し
て
き
た
。
今
後
も
適
地
に

消
防
団
の
分
団
本
部
が
設
置
で
き
る
よ

う
消
防
署
・
消
防
団
と
連
携
を
図
っ
て

支
援
す
る
。

［
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
を
見
据
え
た
観
光
政
策
］

蒲
田
駅
周
辺
地
区
へ
の
外
国
人
観
光

客
受
け
入
れ
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
区

は
宿
泊
地
と
し
て
特
化
し
、
選
択
的
、

重
点
的
に
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

蒲
田
地
区
に
は
宿
泊
施
設
も
多
く
あ

り
、
宿
泊
地
と
し
て
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
、
受
け
入
れ
環
境
整
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
は
重
要
。
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
継
続
、
充
実
し
て
い
く
中
で
、

戦
略
拠
点
蒲
田
で
の
受
け
入
れ
環
境
整

備
を
更
に
進
め
て
い
く
。

区
と
し
て
、
大
量
の
外
国
人
観
光
客

が
訪
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
、
継
続
的
な
宿
泊

客
誘
致
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
何
ら
か
の

集
客
策
を
企
画
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

区
内
の
日
本
文
化
の
体
験
に
つ
な
が

る
資
源
を
発
掘
し
て
、
外
国
人
の
誘
客

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
現
在
実
施
し

て
い
る
受
け
入
れ
環
境
整
備
事
業
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
事
業
に
加
え
、
継
続

的
な
宿
泊
客
誘
致
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
も
含
め
、
よ
り
効

果
的
な
観
光
施
策
を
進
め
る
。

蒲
田
駅
周
辺
の
違
法
風
俗
店
と
見
ら

れ
る
客
引
き
の
一
掃
と
、
客
引
き
行
為
、

路
上
ス
カ
ウ
ト
な
ど
の
防
止
に
関
す
る

条
例
制
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
所
見
を

伺
う
。蒲

田
駅
周
辺
の
環
境
浄
化
に
つ
い
て

は
必
要
な
こ
と
と
認
識
。
悪
質
な
客
引

き
の
他
、
路
上
ス
カ
ウ
ト
の
防
止
の
た

め
、
更
な
る
強
化
策
と
し
て
条
例
制
定

を
求
め
る
声
も
あ
る
た
め
、
他
区
の
条

例
の
施
行
状
況
、
効
果
な
ど
を
検
証
し

た
上
で
、
条
例
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

深
川
　
幹
祐

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

［
国
際
交
流
］

海
外
の
新
聞
や
雑
誌
、
旅
行
ガ
イ
ド

な
ど
を
作
成
す
る
会
社
に
外
国
語
対
応

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
積
極
的
に
送

付
し
掲
載
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
国

際
都
市
大
田
区
を
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
。

海
外
の
新
聞
や
雑
誌
な
ど
へ
直
接
、

区
の
観
光
情
報
を
提
供
し
て
い
く
こ
と

は
大
変
重
要
。
世
界
中
に
は
非
常
に
多

く
の
メ
デ
ィ
ア
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、

効
果
的
に
情
報
発
信
す
る
方
法
を
検
討

し
た
上
で
、
積
極
的
に
情
報
提
供
す
る
。

多
摩
川
で
ボ
ー
ト
が
楽
し
め
る
よ
う
、

艇
庫
や
乗
り
場
の
整
備
を
検
討
す
べ
き
。

多
摩
川
を
管
轄
す
る
京
浜
河
川
事
務

所
や
地
域
団
体
と
調
整
を
重
ね
つ
つ
、

活
動
目
的
や
形
態
に
合
っ
た
整
備
内
容

を
検
討
す
る
。

区
の
マ
ー
ク
・
紋
章
を
用
い
た
国
際

交
流
に
つ
い
て
、
紋
章
の
規
程
を
整
備

し
、
国
際
交
流
に
資
す
る
と
考
え
た
場

合
は
、
積
極
的
に
紋
章
の
使
用
を
認
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た
上
で
、
区
の
行

政
施
策
や
区
政
運
営
に
寄
与
す
る
目
的

で
の
使
用
を
認
め
る
内
容
で
規
程
を
整

備
す
る
。
国
際
都
市
お
お
た
に
ふ
さ
わ

し
い
マ
ー
ク
に
つ
い
て
も
研
究
す
る
。

［
大
田
の
教
育
］

来
年
30
回
を
迎
え
る
区
立
中
学
校
生

徒
海
外
派
遣
に
つ
い
て
現
状
の
認
識
と

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
大
田
区
ブ
ラ
ン
ド

の
海
外
へ
の
発
信
に
関
し
所
見
を
伺
う
。

自
国
の
文
化
を
伝
え
る
た
め
の
事
前

研
修
や
派
遣
先
で
見
聞
し
体
験
し
た
こ

と
は
改
め
て
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
に
な
っ
た
。
今
後
も
派
遣
先

へ
の
お
土
産
は
、
区
の
Ｐ
Ｒ
や
区
内
産

業
や
観
光
の
認
知
に
一
層
資
す
る
も
の

と
な
る
よ
う
関
係
部
局
と
連
携
す
る
。

従
前
よ
り
要
望
し
て
い
た
、
武
道
の

外
部
指
導
員
へ
の
費
用
弁
償
を
増
や
す

こ
と
に
つ
い
て
、
現
状
と
方
向
性
に
つ

い
て
の
見
解
を
伺
う
。

安
全
面
も
考
慮
し
て
外
部
指
導
員
を

導
入
す
る
た
め
の
報
償
費
を
25
年
度
か

ら
予
算
化
。
25
年
度
の
実
施
状
況
を
踏

ま
え
、
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
武

道
の
授
業
を
は
じ
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

［
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
］

区
で
は
大
蒲
田
祭
の
際
に
、
打
ち
水

大
会
を
行
っ
て
い
る
。
本
庁
舎
前
で
の

打
ち
水
を
始
め
る
な
ど
障
が
い
者
の
方

々
が
中
心
に
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

以
前
の
提
案
を
踏
ま
え
、
新
蒲
田
福

祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
い
く
つ
か
の
施
設

で
取
り
組
み
を
始
め
た
。
暑
さ
を
し
の

ぐ
昔
の
知
恵
を
体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と
は
、

障
が
い
の
あ
る
方
々
の
経
験
を
広
げ
る

こ
と
に
な
る
。
26
年
の
夏
は
、
本
格
的

に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、
25
年
の

実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
検
討
す
る
。

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち

と
触
れ
合
う
機
会
を
増
や
す
な
ど
、
一

緒
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
検
討

し
て
は
い
か
が
か
。

地
域
の
方
と
協
力
し
て
学
校
な
ど
に

お
け
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
踊
り
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し
む
こ
と
は

貴
重
な
交
流
に
な
る
。
今
後
も
、
障
が

い
者
の
社
会
参
加
と
交
流
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

［
環
境
配
慮
型
社
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
］

商
店
街
の
お
休
み
処
に
生
ご
み
の
処

理
機
を
導
入
し
、
商
店
街
と
生
ご
み
を

回
遊
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
区
の
ご
み

区
政
を
き
く

一
般
質
問
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削
減
、
コ
ス
ト
削
減
と
商
店
街
振
興
を

同
時
に
行
う
こ
と
を
検
討
す
べ
き
。

実
施
す
る
た
め
に
解
決
す
べ
き
多
く

の
課
題
が
あ
る
が
、
商
店
街
振
興
は
区

に
と
っ
て
重
要
な
施
策
。
区
の
抱
え
る

課
題
解
決
と
商
店
街
振
興
を
結
び
付
け

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
関
係
部
局
と

も
連
携
し
、
商
店
街
の
意
見
も
伺
い
な

が
ら
検
討
す
る
。

［
人
事
制
度
及
び
定
数
］

係
長
職
昇
任
選
考
の
所
属
長
推
薦
制

度
の
問
題
点
を
明
確
に
し
検
討
を
求
め

た
。
し
か
し
現
在
、
こ
の
制
度
が
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
経
緯
・
経
過
を
伺
う
。

所
属
長
推
薦
方
式
は
、
必
ず
し
も
望

ま
し
い
方
式
と
は
考
え
て
い
な
い
。
管

理
監
督
職
の
機
能
強
化
な
ど
人
事
制
度

の
見
直
し
や
職
務
・
職
責
及
び
能
力
・

業
績
を
よ
り
一
層
反
映
し
た
給
与
制
度

の
整
備
に
向
け
て
検
討
を
す
る
予
定
。

北
澤
　
潤
子

大
田
・
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地
域
力
応
援
基
金
助
成
事
業
の
中
に

は
、
公
共
的
公
益
的
と
い
う
点
で
、
区

が
事
業
化
し
て
取
り
組
む
べ
き
も
の
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
考
え
は
。

事
業
化
に
当
た
っ
て
は
、
助
成
事
業

終
了
後
、
担
当
部
局
で
の
検
証
・
評
価

を
踏
ま
え
検
討
し
、
適
正
に
行
う
。

ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
助
成
の
「
子
ど
も

の
基
礎
学
力
の
定
着
支
援
」
に
つ
い
て
、

生
活
困
窮
家
庭
へ
の
学
習
支
援
は
自
立

支
援
の
一
環
と
し
て
区
の
事
業
に
据
え

て
取
り
組
む
べ
き
。
今
後
、
ど
の
よ
う

な
展
開
、
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

事
業
の
結
果
を
検
証
し
、
そ
の
事
業

効
果
、
手
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

区
の
中
高
生
の
居
場
所
作
り
と
若
者

の
社
会
参
加
・
自
立
支
援
と
い
う
施
策

は
更
に
推
進
す
べ
き
。
実
現
は
。

児
童
館
で
の
中
学
生
タ
イ
ム
の
実
施
、

こ
ど
も
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
高
校

生
の
居
場
所
作
り
の
他
、
区
民
活
動
団

体
相
互
の
連
携
・
協
働
の
促
進
を
望
む
。

大
竹
　
辰
治

日
本
共
産
党

大
田
区
議
団

［
い
の
ち
と
く
ら
し
第
一
プ
ラ
ン
に
］

26
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
の
後
期
お

お
た
未
来
プ
ラ
ン
で
は
、
新
空
港
線
「

蒲
蒲
線
」
や
空
港
跡
地
の
大
型
施
設
の

建
設
計
画
の
推
進
で
「
国
際
都
市
お
お

た
」
を
掲
げ
て
い
る
。
区
民
の
命
と
暮

ら
し
を
第
一
で
こ
そ
、
区
の
未
来
へ
の

躍
動
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
大
規
模

開
発
か
ら
命
と
暮
ら
し
第
一
の
区
政
に

切
り
替
え
る
べ
き
。

国
際
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
今
後
の
社
会
経
済
状
況
の
変

化
を
見
据
え
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両

面
か
ら
充
実
し
た
計
画
を
策
定
し
実
施
。

待
機
児
解
消
を
一
日
も
早
く
と
の
区

民
の
声
に
応
え
る
た
め
に
、
認
可
保
育

所
の
大
幅
な
増
設
計
画
を
す
べ
き
。
ま

た
、
待
機
児
解
消
の
目
標
を
30
年
度
か

ら
26
年
４
月
に
前
倒
し
す
べ
き
。

25
年
度
は
、
定
員
増
の
目
標
を
３
０

０
名
か
ら
４
５
０
名
に
増
や
し
、
取
り

組
み
の
一
層
の
強
化
を
図
っ
て
き
た
。

ま
た
、
27
年
に
予
定
さ
れ
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
の
施
行
に
向
け
、

支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
、
今
後
の
待

機
児
童
の
解
消
対
策
を
示
し
て
い
く
。

が
ん
検
診
を
大
田
区
で
も
品
川
区
の

よ
う
に
、
希
望
者
全
員
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
べ
き
。

実
施
期
間
や
受
診
予
定
者
数
は
、
毎

年
医
師
会
と
の
協
議
に
よ
り
定
め
て
い

る
。
よ
り
多
く
の
区
民
が
が
ん
検
診
を

受
診
で
き
る
よ
う
協
議
し
て
い
く
。

30
年
度
ま
で
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
・
老
健
施
設
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

入
所
定
員
数
目
標
は
３
、
３
０
０
人
で

は
、
25
年
４
月
と
30
年
度
と
の
差
は
８

４
３
人
。
特
養
ホ
ー
ム
だ
け
で
も
１
、

５
０
０
人
の
待
機
者
な
の
で
、
整
備
の

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
目
標
を
明
ら
か
に
し
、

目
標
を
引
き
上
げ
る
べ
き
。

施
設
な
ど
の
入
所
定
員
数
は
高
齢
者

数
の
推
移
や
入
所
申
込
者
数
な
ど
を
勘

案
し
、
目
標
値
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
の
整
備
計
画
は
、
介
護
保
険

事
業
計
画
の
中
で
適
切
に
定
め
て
い
く
。

次
回
は
、
未
来
プ
ラ
ン
後
期
策
定
の

最
後
の
懇
談
会
に
な
る
。
時
間
を
十
分

取
っ
て
、
区
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た

し
説
明
会
を
区
内
各
地
で
行
う
べ
き
。

限
ら
れ
た
時
間
で
も
工
夫
し
て
い
く
。

区
民
へ
の
説
明
責
任
を
十
分
に
果
た
す

と
共
に
、
区
民
ニ
ー
ズ
を
き
め
細
か
く

捉
え
後
期
プ
ラ
ン
に
反
映
し
て
い
く
。

［
質
を
守
る
た
め
民
営
化
は
中
止
を
］

民
営
化
に
は
多
く
の
問
題
点
が
出
さ

れ
て
い
る
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
守

る
た
め
民
営
化
は
中
止
す
べ
き
。

区
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
応

え
て
い
く
た
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

の
公
表
や
受
託
業
者
へ
の
適
切
な
指
導

に
よ
り
、
民
間
委
託
や
指
定
管
理
者
制

度
の
適
切
な
運
営
に
努
め
て
い
く
。

［
安
心
で
き
る
介
護
保
険
へ
］

今
回
の
介
護
保
険
の
法
改
悪
は
自
治

体
と
し
て
は
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
内
容
。

国
に
対
し
て
負
担
増
と
給
付
削
減
を
中

止
す
べ
き
と
の
意
見
を
上
げ
る
べ
き
。

今
後
の
議
論
の
方
向
を
見
守
り
た
い
。

今
回
の
決
算
か
ら
も
基
金
を
全
て
取

り
崩
し
保
険
料
の
引
き
下
げ
が
で
き
た

こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
事
業
途
中
か
ら

で
も
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
行
う
べ
き
。

３
か
年
の
計
画
で
、
そ
の
期
間
中
の

介
護
給
付
費
と
保
険
料
が
均
衡
す
る
よ

う
策
定
さ
れ
て
お
り
、
保
険
料
は
一
定
。

制
度
の
改
善
を
国
に
求
め
る
と
共
に
、

区
民
の
声
に
応
え
、
区
独
自
で
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス
の
時
間
延
長
や
介
護
報
酬

へ
の
援
助
を
余
っ
た
財
源
で
行
う
べ
き
。

国
の
動
向
を
見
守
っ
て
い
く
。

鈴
木
　
隆
之

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

［
区
と
中
国
と
の
友
好
親
善
及
び
経
済

協
力
］

青
少
年
の
相
互
の
交
流
は
多
く
の
こ

と
を
学
べ
る
素
晴
ら
し
い
機
会
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
青
少
年
派
遣
団
が
相

互
に
交
流
を
深
め
て
き
た
が
、
区
と
し

て
今
ま
で
の
交
流
の
成
果
と
評
価
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

日
中
の
青
少
年
が
派
遣
を
通
し
て
友

情
を
育
む
と
共
に
、
交
流
が
両
都
市
間

の
行
政
、
議
会
関
係
者
に
ま
で
広
が
り
、

将
来
に
わ
た
る
日
中
友
好
の
礎
を
築
い

て
い
る
事
自
体
が
大
き
な
成
果
。
友
好

都
市
で
あ
る
朝
陽
区
の
政
府
や
議
会
関

係
者
な
ど
と
の
人
的
交
流
も
継
続
し
て

行
っ
て
お
り
、
両
都
市
間
の
よ
り
確
か

な
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
上
で
も
高
く

評
価
で
き
る
。

発
展
目
覚
し
く
、
今
後
も
大
き
く
期

待
で
き
る
都
市
で
あ
る
大
連
市
と
の
直

行
便
就
航
は
、
必
ず
や
区
へ
の
効
果
も

見
込
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

日
本
の
航
空
会
社
以
外
の
エ
ア
ラ
イ
ン

の
就
航
情
報
や
、
直
行
便
就
航
で
の
区

へ
の
経
済
効
果
も
含
め
、
今
後
の
効
果

と
可
能
性
を
ど
の
よ
う
に
検
証
し
て
い

る
か
。直

行
便
就
航
に
伴
う
経
済
波
及
効
果

は
直
接
・
間
接
的
効
果
も
併
せ
る
と
、

非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
区
は
、

22
年
３
月
及
び
25
年
８
月
６
日
に
、
国

土
交
通
省
及
び
日
本
の
航
空
会
社
大
手

２
社
に
対
し
要
望
書
を
提
出
し
た
。
国

は
、
直
ち
に
羽
田
・
大
連
間
に
定
期
便

を
就
航
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
羽
田
と
中
国
国
内
を
結
ぶ

国
際
線
枠
の
合
意
は
、
日
中
両
国
の
航

空
会
社
が
就
航
で
き
る
枠
組
み
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
、
日
本
の
航
空

会
社
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
働
き
掛
け

て
い
く
。
今
後
も
、
区
と
大
連
市
と
の

友
好
協
力
を
進
め
る
た
め
、
就
航
の
実

現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

［
区
内
公
共
施
設
］

現
状
で
努
力
を
し
て
い
る
事
業
者
、

そ
し
て
新
規
参
入
を
目
指
す
事
業
者
が

あ
る
中
で
、
健
全
な
競
争
原
理
を
働
か

せ
る
た
め
、
賃
料
も
含
め
互
い
の
合
理

性
を
考
え
た
手
法
を
検
討
し
て
は
い
か

が
か
。全

て
の
施
設
に
統
一
的
な
基
準
を
設

け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
各
施
設

の
設
置
目
的
や
利
用
者
層
を
踏
ま
え
る

と
共
に
、
周
辺
環
境
と
調
和
し
地
域
の

に
ぎ
わ
い
に
も
寄
与
で
き
る
よ
う
、
個

別
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

黒
川
　
仁

大
田
区
議
会

民
主
党

［
防
災
に
つ
い
て
］

池
上
ま
ち
お
こ
し
会
に
よ
る
混
乱
体

験
型
避
難
所
訓
練
を
実
施
し
た
。
訓
練

で
共
有
で
き
た
様
々
な
課
題
に
今
後
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

25
年
度
作
成
予
定
の
防
災
事
例
集
に

加
え
て
広
報
に
努
め
、
被
災
者
台
帳
の

作
成
や
在
宅
避
難
者
な
ど
へ
の
食
糧
・

飲
料
水
の
備
蓄
も
進
め
る
。

［
施
設
管
理
に
つ
い
て
］

地
域
の
人
材
を
最
大
限
活
用
し
、
将

来
的
に
は
体
育
館
の
管
理
・
運
営
を
ス

ポ
進
な
ど
が
立
ち
上
げ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
任
せ
て
納
税
者
た
る
区
民
の
雇
用
創

出
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
好
ま
し
い
が
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
重
点
施
策
の

一
つ
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
設
立
・
運
営
支
援
を
掲
げ
て
お
り
、

施
設
の
管
理
・
運
営
を
研
究
し
て
い
く
。

［「
お
お
た
の
子
ど
も
」
ポ
ス
タ
ー
］

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
が
看
板
倒

れ
で
は
意
味
が
な
い
。
ど
の
よ
う
な
狙

い
と
経
緯
が
あ
る
の
か
。

作
成
検
討
委
員
会
で
案
文
を
ま
と
め
、

子
ど
も
た
ち
・
教
師
・
保
護
者
の
役
割

を
具
体
的
に
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
努
力
し
意
欲
あ
ふ
れ
る
学
び
の
場
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
掲
示
し
た
。

冒
頭
に
児
童
・
生
徒
自
身
が
取
り
組

む
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
意
図
は
何
か
。

子
ど
も
た
ち
自
身
が
話
を
し
っ
か
り

聞
き
、
自
分
の
考
え
を
深
め
、
互
い
に

考
え
を
伝
え
合
う
と
い
う
学
習
活
動
の

基
本
を
身
に
付
け
、
実
践
す
る
た
め
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
た
。

【
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
】

　

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
都
市
が
東
京

に
決
ま
り
ま
し
た
。
区
の
ま
ち
づ
く

り
を
前
進
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

新
空
港
線
整
備
と
空
港
臨
海
部
・
蒲

田
・
大
森
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
一

体
的
に
進
め
ま
す
。
地
域
力
と
国
際

都
市
を
標
榜
す
る
都
市
に
ふ
さ
わ
し

く
国
内
外
か
ら
の
お
客
様
を
心
づ
く

し
の
お
も
て
な
し
の
心
を
も
っ
て
お

迎
え
し
ま
す
。

【
国
民
体
育
大
会
の
開
催
】

　
東
京
都
に
お
い
て
54
年
ぶ
り
と
な

る
国
民
体
育
大
会
、
初
の
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本

区
に
お
い
て
も
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト

競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
バ
ネ
に
、

多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
し
、
将
来

を
担
う
選
手
の
育
成
、
区
民
の
健
康

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

【
水
害
対
策
の
取
り
組
み
】

　
７
月
23
日
に
発
生
し
た
集
中
豪
雨

で
、
区
内
の
複
数
の
地
域
に
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
被
害
が
集
中
し
た

地
区
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
都
下
水

道
局
に
改
善
要
望
を
す
る
と
共
に
、

水
害
に
対
す
る
迅
速
な
対
応
が
図
ら

れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。

【
特
別
出
張
所
の
整
備
】

　
（
仮
称
）
仲
六
郷
二
丁
目
複
合
施

設
は
、
高
齢
者
支
援
・
子
育
て
支
援

及
び
集
会
施
設
な
ど
を
備
え
た
地
域

力
の
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
を
整
備

す
る
も
の
で
、
26
年
２
月
の
開
設
を

目
指
し
て
、
建
築
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
新
井
宿
特
別
出
張
所
も
、
26
年
10

月
の
完
成
を
目
指
し
て
建
築
工
事
に

着
手
し
ま
す
。
地
域
力
の
推
進
・
防

災
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す

る
と
共
に
、
馬
込
文
士
村
な
ど
の
文

化
の
香
り
豊
か
な
地
域
に
ふ
さ
わ
し

い
工
夫
を
施
し
ま
す
。

【
蒲
田
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
】

　
蒲
田
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

�

「
蒲
田
都
市
づ
く
り
推
進
会
議
」
を

立
ち
上
げ
、
公
共
基
盤
整
備
の
検
討

を
重
ね
て
い
ま
す
。
６
月
に
「
蒲
田

駅
周
辺
再
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
素

案
を
ま
と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た

意
見
な
ど
を
反
映
し
な
が
ら
、「
蒲

田
都
市
づ
く
り
推
進
会
議
」
で
の
検

討
を
続
け
「
蒲
田
駅
周
辺
再
編
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
確
定
し
て
い
き
ま
す
。

【
医
工
連
携
の
取
り
組
み
】

　
区
内
企
業
の
優
れ
た
加
工
技
術
な

ど
を
活
用
し
て
、
成
長
市
場
で
あ
る

医
療
関
連
機
器
分
野
の
市
場
開
拓
を

進
め
て
い
ま
す
。
医
工
連
携
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、
医
療
機
関
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
開
発
を
促
進
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
区
内
企
業
の
医
療
分

野
に
お
け
る
海
外
展
開
を
支
援
す
る

た
め
、
11
月
に
ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ッ
セ

ル
ド
ル
フ
で
開
催
さ
れ
る
医
工
連
携

を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
会
「
コ
ン
パ

メ
ッ
ド
」
に
出
展
し
、
欧
州
な
ど
の

海
外
市
場
を
開
拓
し
ま
す
。

松原忠義区長

区
長
挨
拶 

（
抜
粋
）
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平成
24年度
各会計
歳入歳出
決算

会計名
歳入 歳出

差引額等
決算額 収入率 決算額 執行率

一般会計 2,326億9,875万7,162円 100.63％ 2,223億6,918万9,816円 96.16％
103億2,956万7,346円
44億6,366万1,000円
58億6,590万6,346円

（財政基金へ繰り入れ）
（25年度へ繰り越し）

国民健康保険事業特別会計 746億8,586万2,072円 101.13％ 714億5,170万5,618円 96.76％ 32億3,415万6,454円（25年度へ繰り越し）
後期高齢者医療特別会計 130億8,233万7,358円 100.29％ 129億8,410万8,278円 99.53％ 9,822万9,080円（25年度へ繰り越し）
介護保険特別会計 433億9,383万9,792円 99.55％ 429億3,496万1,326円 98.50％ ４億5,887万8,466円（25年度へ繰り越し）

決算に対する各会派の意見平 成 24 年 度

　平成24年度大田区一般会計歳入歳出決
算及び国民健康保険事業・後期高齢者医療・
介護保険の各特別会計歳入歳出決算につい
て、9月19日の本会議で決算特別委員会（議
長及び議員選出監査委員を除く44名で構
成）を設置し、10月2日から11日までの間、
実質6日間にわたり集中的に審査しました。
これらの決算に対する各会派の意見は次の
とおりです。 大竹辰治　副委員長 田村英樹　副委員長押見隆太　委員長決算特別委員会審査の様子

自由民主党大田区民連合

大田区議会公明党

日本共産党大田区議団

大田区議会民主党

大胆な景気対策で、住民福祉の更なる充実を

区民の暮らしやすさと安心・安全の取り組みを

大型開発よりも区民の暮らし・福祉優先の区政を

「選択と集中」の徹底で、誰もが輝けるまちづくり！

　平成24年度大田区一般会計歳入歳出決算及び各
特別会計歳入歳出決算、全ての議案について認定
することに賛成いたします。24年度決算において
実質収支や実質単年度収支の黒字額が増大するな
ど、区の収支は一定程度改善されてきております。
要望・提案の項目の一部であるミストシャワーの
設置、胃がん検診にピロリ菌抗体検査を加えるこ

と、客引き客待ち禁止に関する条例の早期制定、
新空港線を早期に実現しＪＲ蒲田駅に東海道線の
駅を作り集客力の高いモニュメントを作るよう関
係機関に働き掛けること、被災者生活支援システ
ムの導入、聴覚障がい者へのサービスの改善、水
害対策への水のうの普及、高齢者就労支援を区政
運営に反映されますことを強く要望いたします。

　24年度は区民の収入が減り続ける中、43人に１
人が生活保護受給者となるなど、ますます区民の
暮らしは追い詰められています。決算には、小児
救急医療や高齢者肺炎球菌ワクチンの助成、待機
児童対策のため認可保育園増設や耐震診断助成事
業、（仮称）障がい者総合サポートセンターの建
設などが実現しました。しかし、①出産一時金の

廃止など40事業の廃止・縮小、②新空港線整備資
金積立基金、駅前再開発など不要不急の大型開発、
③民間委託などによる区民サービスの削減、④国
民健康保険料の値上げなどの理由から決算の認定
に反対し、住宅リフォーム助成の拡充、発達障が
い児等支援員派遣、区営住宅の増設、特定検診・
がん検診の拡充など一層の充実を提案しました。

　大田区議会民主党は、平成24年度大田区各会計
歳入歳出決算の認定に賛成しました。
　24年度の決算においては23年度と比較すると、
実質単年度収支額の黒字額増加や義務的経費の増
加傾向に歯止めがかかるなど、一定の改善が見ら
れます。しかしながら扶助費の増大などの課題も
山積しており、安心して暮らせるまちの実現に向

けて事業に対する「選択と集中」を徹底します。
　待機児童対策の更なる充実、子どもの教育環境
整備、小児うつ・10代の自殺対策、寝たきり高齢
者訪問歯科支援事業の充実、スポーツ資源の戦略
的な活用、ゲリラ豪雨対策、指定管理者への労働
条件審査の実施、医工連携の推進による産業支援
などについて提案しました。

【賛成】
●�一般会計
●�国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

【賛成】
●�一般会計
●�国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

【反対】
●�一般会計
●�国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

【賛成】
●�一般会計
●�国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

　平成24年度の決算を認定いたします。景気の低
迷により厳しい予算編成をしてきましたが、少し
ずつ景気回復の兆しも出てきたところです。しか
し、区内の小さい商店や企業の実感としては、ま
だまだというところだと思います。今後、大田区
としてしっかりと経済対策をすることで、各商
店・企業の業績を上げ、それがまた区内の消費と

なるよう、好循環に結び付く政策を推進してまい
りたいと思います。ただし、福祉予算の増加が目
立ってきていることに鑑みて、産業経済費等と福
祉費の割合の調整が必要になるとの思いを禁じ得
ません。もちろん防災関連の施策も強化しなけれ
ばなりません。限られた財源ですので無駄のない
よう配分するため、区と共に検討してまいります。



区議会だより
おおた

ご利用ください 会議録検索システム 区議会の会議録がインターネットを利用して検索、閲覧できます。 大田区議会ホームページアドレス　http://www.city.ota.tokyo.jp/gikai/
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◎
は
全
会
一
致

 

◆
は
賛
成
者
多
数

区
長
提
出
議
案

平
成
24
年
度
歳
入
歳
出
決
算

◆
一
般
会
計

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

平
成
25
年
度
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
（
第
３
次
）

　

 

前
年
度
国
・
都
支
出
金
等
返
還
金
な
ど

20
億
３
、
０
０
４
万
８
千
円
増
額
す
る
。

◎	

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計（
第
１
次
）

　

 

前
年
度
国
・
都
支
出
金
等
返
還
金
と
し

て
２
、
２
０
３
万
３
千
円
増
額
す
る
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計（
第
１
次
）

　

 

24
年
度
広
域
連
合
か
ら
の
葬
祭
費
交
付

金
精
算
額
超
過
分
返
還
金
と
し
て
64
万

９
千
円
増
額
す
る
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
次
）

　

 

24
年
度
決
算
確
定
に
よ
る
負
担
金
等
精

算
な
ど
４
億
４
、
９
５
２
万
９
千
円
増

額
す
る
。

◎
一
般
会
計
（
第
４
次
）

　

 

石
川
台
中
学
校
屋
内
運
動
場
全
面
改
修

そ
の
他
工
事
に
関
す
る
債
務
負
担
行
為

を
追
加
す
る
。

条
例
の
一
部
改
正

◎	

大
田
区
使
用
料
、
手
数
料
等
収
入
金
の

督
促
及
び
滞
納
処
分
に
関
す
る
条
例

　

 

地
方
税
法
で
定
め
る
延
滞
金
の
利
率
の

改
正
を
踏
ま
え
、
使
用
料
等
の
延
滞
金

の
利
率
を
見
直
す
。

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
派

遣
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
規
定
を
整
備
す
る
。

◎
大
田
区
特
別
出
張
所
設
置
条
例

　
六
郷
特
別
出
張
所
の
移
転
。

◎
大
田
区
特
別
出
張
所
付
属
施
設
条
例

　

 

六
郷
特
別
出
張
所
の
移
転
に
伴
い
、
そ

の
付
属
施
設
と
し
て
六
郷
集
会
室
を
設

置
し
、
使
用
料
を
定
め
る
。

◆
大
田
区
特
別
区
税
条
例

　

 

延
滞
金
の
利
率
を
見
直
し
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
税
額
控
除
の
延
長
及
び
拡
充

を
行
い
、
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所

得
等
及
び
譲
渡
所
得
等
の
課
税
の
特
例

を
拡
充
す
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◎
大
田
区
国
民
健
康
保
険
条
例

◎	

大
田
区
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

◎
大
田
区
介
護
保
険
条
例

　

 

地
方
税
法
で
定
め
る
延
滞
金
の
利
率
の

改
正
を
踏
ま
え
、
保
険
料
の
延
滞
金
の

利
率
を
見
直
す
。

◎
大
田
区
立
新
蒲
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

◎	

大
田
区
立
上
池
台
障
害
者
福
祉
会
館
条
例

　

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を

総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基

づ
く
特
定
相
談
支
援
事
業
を
行
い
、
当

該
事
業
に
係
る
計
画
相
談
支
援
の
対
象

者
、
手
続
及
び
費
用
に
つ
い
て
規
定
す

る
。

◎	

大
田
区
空
き
家
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例

　

 

大
田
区
空
き
家
の
適
正
管
理
に
係
る
判

定
委
員
会
を
設
置
し
、
空
き
家
の
敷
地

へ
の
立
入
調
査
の
権
限
を
定
め
る
ほ
か
、

規
定
を
整
備
す
る
。

◎	

大
田
区
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理

に
関
す
る
条
例

　
 

地
方
税
法
で
定
め
る
延
滞
金
の
利
率
の

改
正
を
踏
ま
え
、
廃
棄
物
処
理
手
数
料

等
の
延
滞
金
の
利
率
を
見
直
す
。

◎	

大
田
区
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

　

 

大
田
区
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
六

郷
分
室
を
設
置
す
る
。

契
約
の
締
結

◎	

大
田
区
大
森
地
域
庁
舎
大
規
模
改
修
工

事
請
負
契
約

　
契
約
金
額
：
５
億
３
、
０
２
５
万
円
、

　

 

契
約
の
相
手
方
：
醍
醐
・
鏑
谷
建
設
工

事
共
同
企
業
体

◎	

大
田
区
新
井
宿
特
別
出
張
所
改
築
工
事

請
負
契
約

　
契
約
金
額
：
３
億
５
、
７
０
０
万
円
、

　

 

契
約
の
相
手
方
：
三
ツ
木
・
湯
建
建
設

工
事
共
同
企
業
体

◎	

大
田
区
大
森
地
域
庁
舎
大
規
模
改
修
電

気
設
備
工
事
請
負
契
約

　

 

契
約
金
額：２
億
６
、
１
３
４
万
５
、
０

０
０
円
、

　

 

契
約
の
相
手
方
：
福
島
・
矢
沢
建
設
工

事
共
同
企
業
体

◎	

大
田
区
大
森
地
域
庁
舎
大
規
模
改
修
機

械
設
備
工
事
請
負
契
約

　
契
約
金
額
：
４
億
４
、
７
３
０
万
円
、

　

 

契
約
の
相
手
方
：
日
化
・
城
南
建
設
工

事
共
同
企
業
体

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

◎	

区
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償
額
の
決
定

　
賠
償
金
額
：
２
３
７
万
５
、
５
８
７
円

和
解

◎	

損
害
賠
償
請
求
事
件
に
係
る
訴
訟
上
の

和
解

　

 

区
立
中
学
校
に
お
け
る
負
傷
事
故
に
係

る
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
つ
い
て
、
民

事
訴
訟
法
第
89
条
の
規
定
に
基
づ
く
和

解
を
す
る
。

報
告

●	

平
成
24
年
度
健
全
化
判
断
比
率
の
状
況

　

 

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率

及
び
将
来
負
担
比
率
は
黒
字
で
あ
り
、

実
質
公
債
費
比
率
は
マ
イ
ナ
ス
0.1
％
で

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
。

●	

区
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償
額
決
定

に
係
る
専
決
処
分

　

 

⑴ 

ご
み
収
集
作
業
車
に
よ
る
建
物
損
傷

事
故

　
　
処
分
日
：
平
成
25
年
５
月
29
日
、

　
　
賠
償
金
額
：
32
万
９
、
１
７
５
円

　
⑵ 

中
学
校
か
ら
飛
び
出
し
た
ボ
ー
ル
に

よ
る
建
物
損
傷
事
故

　
　
処
分
日
：
平
成
25
年
５
月
27
日
、

　
　
賠
償
金
額
：
32
万
２
５
０
円

　
⑶ 

中
学
校
か
ら
飛
び
出
し
た
ボ
ー
ル
に

よ
る
建
物
損
傷
事
故

　
　
処
分
日
：
平
成
25
年
７
月
16
日
、

　
　
賠
償
金
額
：
４
万
５
、
１
５
０
円

●
工
事
請
負
契
約
に
係
る
専
決
処
分

・
仮
称
大
田
区
仲
六
郷
二
丁
目
複
合
施

設
新
築
電
気
設
備
工
事
請
負
契
約

　
　
処
分
日
：
平
成
25
年
８
月
13
日
、

　
　

 

契
約
金
額
を
１
億
６
、
９
９
９
万
５
、

０
０
０
円
か
ら
１
億
７
、
６
９
７
万

７
、
５
０
０
円
に
変
更
す
る
。

●
民
事
訴
訟
の
提
起
に
係
る
専
決
処
分

・
建
物
明
渡
し
等
の
請
求
に
関
す
る
民

事
訴
訟
の
提
起

　
　
処
分
日
：
平
成
25
年
８
月
26
日
、

　
　

 

訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
77
万
３
、
３

２
４
円

議
員
提
出
議
案

◎
地
方
税
財
源
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

（
８
面
に
全
文
を
掲
載
）

委
員
会
提
出
議
案

◎	

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
減
免

措
置
等
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

◎	

上
池
台
地
区
に
お
け
る
新
た
な
浸
水
対

策
を
早
急
に
求
め
る
意
見
書

◎	

東
京
国
際
空
港
Ａ
滑
走
路
北
側
離
陸
左

旋
回
の
早
期
廃
止
を
求
め
る
意
見
書

◆
軽
油
引
取
税
の
減
税
に
関
す
る
意
見
書

◆	

予
防
接
種
に
起
因
す
る
副
反
応
へ
の
公

的
支
援
制
度
構
築
を
要
望
す
る
意
見
書

（
８
面
に
全
文
を
掲
載
）

そ
の
他

議
員
の
派
遣

◆	

北
京
市
朝
陽
区
・
大
連
市
親
善
訪
問
調
査

　

 

派
遣
期
間
：
平
成
25
年
10
月
21
日
か
ら

10
月
26
日
ま
で

　

 

派
遣
場
所
：
中
華
人
民
共
和
国
北
京
市
、

大
連
市

　

 

派
遣
議
員
：
高
瀬
三
徳
、
鈴
木
隆
之
、

伊
佐
治
剛
、
田
村
英
樹
、
大
橋
武
司
、

黒
川
仁

◆
セ
ー
ラ
ム
市
親
善
訪
問
調
査

　

 

派
遣
期
間
：
平
成
25
年
11
月
６
日
か
ら

11
月
13
日
ま
で

　

 

派
遣
場
所
：
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
セ
ー
ラ
ム
市
、
ボ
ス

ト
ン
市
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市

　

 

派
遣
議
員
：
松
原
秀
典
、
大
森
昭
彦
、

伊
藤
和
弘
、
押
見
隆
太
、
海
老
澤
圭
介
、

長
野
元
祐
、
飯
田
茂
、
丸
山
か
よ
、

　
玉
川
英
俊
、
山
崎
勝
広

◆
親
善
訪
問
調
査

　

 

派
遣
期
間
：
平
成
25
年
11
月
８
日
か
ら

11
月
15
日
ま
で

　

 

派
遣
場
所
：
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ブ

レ
ー
メ
ン
市
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
、
フ
ラ

ン
ス
共
和
国
パ
リ
市
、
ナ
ン
ト
市

　

 

派
遣
議
員
：
岸
田
哲
治
、
松
原
茂
登
樹
、

塩
野
目
正
樹
、
深
川
幹
祐
、
松
本
洋
之
、

岡
元
由
美
、
馬
橋
靖
世
、
岡
高
志

第
3
回

定
例
会
で

決
ま
っ
た
議
案
な
ど

7

会　派　名
（所属議員数）

件　　　名

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

大
田
区
議
会
公
明
党

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

大
田
区
議
会
民
主
党

無
所
属
の
会

大
田
区
議
会
緑
の
党

大
田
区
議
会
み
ん
な
の
党

大
田
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

改
革
民
主
党結
　
　
　
果

⒃ ⑿ ⑼ ⑸ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴

平成24年度
歳入歳出決算

一般会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ 認定
国民健康保険事業特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 認定
後期高齢者医療特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 認定
介護保険特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 認定

平成25年度
補正予算

一般会計（第3次） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
介護保険特別会計（第1次） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条例の一部改正 大田区特別区税条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ 可決
議員提出議案 大田区就学援助費支給条例 × × ○ × × ○ × ○ × 否決

委員会提出議案
軽油引取税の減税に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決
予防接種に起因する副反応への公的
支援制度構築を要望する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議員の派遣
北京市朝陽区・大連市親善訪問調査 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
セーラム市親善訪問調査 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ 可決
親善訪問調査 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ 可決

意見が異なった議案などに対する各会派の態度
○：賛成　×：反対

　

今
定
例
会
で
新
規
に
提
出
さ
れ
た
も
の

及
び
継
続
審
査
し
て
い
た
も
の
で
今
回
採

決
し
た
も
の
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

か
っ
こ
内
が
審
査
結
果
で
す
。

総
務
財
政
委
員
会

●	

大
田
区
羽
田
特
別
出
張
所
（
羽
田
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
）
の
耐
震
庁
舎
へ
早
期
改

築
を
要
望
す
る
陳
情
（
不
採
択
）

●	

羽
田
共
生
病
院
（
羽
田
四
丁
目
）
を
大

田
区
が
買
い
取
り
区
営
病
院
と
し
て
再

開
を
希
望
す
る
陳
情
（
不
採
択
）

●	

「
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
」に
つ
い
て

政
府
へ
の
意
見
書
を
要
請
す
る
陳
情

（
継
続
）

地
域
・
産
業
委
員
会

●	

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
軽
減

措
置
の
継
続
に
つ
い
て
意
見
書
の
提
出

に
関
す
る
陳
情
ほ
か
２
件
（
採
択
）

●	

所
得
税
法
第
56
条
廃
止
の
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願
（
不
採
択
）

●	

大
田
区
特
定
健
康
診
査
の
項
目
に
ピ
ロ

リ
菌
抗
体
検
査
を
加
え
る
事
を
要
望
す

る
陳
情
（
不
採
択
）

●	

「
軽
油
引
取
税
の
緊
急
減
税
」
に
関
す

る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情（
採
択
）

●	

消
費
税
増
税
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願
ほ
か
１
件（
不
採
択
）

保
健
福
祉
委
員
会

●	

生
活
保
護
法
基
本
理
念
に
反
す
る
一
部

改
正
案
を
再
提
出
し
な
い
よ
う
国
に
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

●	

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

中
止
す
る
よ
う
国
に
意
見
書
提
出
を
求

め
る
陳
情
（
不
採
択
）

●	

希
望
す
る
す
べ
て
の
人
に
放
射
能
健
康

診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
施
策
の

実
現
を
求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

●	

「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
る
副

反
応
被
害
者
へ
の
救
済
体
制
」
の
陳
情

（
継
続
）

都
市
・
環
境
委
員
会

●	

上
池
台
地
区
に
お
け
る
浸
水
対
策
に
関

す
る
陳
情
（
採
択
）

こ
ど
も
文
教
委
員
会

●	

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
の
導
入
に

関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

（
不
採
択
）

交
通
問
題
対
策
特
別
委
員
会

●	

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
地
下
鉄（
仮

称
）
の
意
見
書
提
出
の
陳
情
（
不
採
択
）

防
災
・
安
全
対
策
特
別
委
員
会

●	

東
糀
谷
防
災
公
園
を
よ
り
改
善
し
毎
日

自
由
に
訓
練
で
き
、
原
点
に
帰
る
「
公

園
防
災
」
対
策
の
陳
情
（
不
採
択
）

第
3
回

定
例
会
の

請
願
・
陳
情
の
結
果
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区議会だより
おおた
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No.206 平成25年11月10日発行

　真の分権型社会を実現するためには、国と地方の役割分担を明確にし、地方がその
責任と権限に応じた役割を果たせるよう、地方税財源の拡充を図る必要がある。
　すなわち、地方全体で巨額の財源不足が生じている中、まずは国から地方への税源
移譲を行うことなどにより、地方税財源の拡充を図ることが重要であり、平成20年度
税制改正で導入された地方法人特別税及び地方法人特別譲与税のように、地方固有
の税を地方間の財源調整に用いるような対応は、厳に慎まなければならない。
　ところが、国や全国知事会における学識経験者の検討会等では、地方税である法
人住民税の一部国税化といった、特別区を含む都市部の財源を狙い撃ちにするような
案が議論されている。
　大田区には、急激に押し寄せる高齢化への対応や、高度成長期に全国に先駆けて
建設された多くの公共施設が改築時期を迎えているなど、大都市特有の財政需要が
存在しており、税収の多さのみに着目して、財政的に富裕であると断ずることは適当
ではない。
　限られた地方税による調整では、地方財政が直面している問題の根本的な解決には
つながらない。
　よって、大田区議会は、国会及び政府に対し、限られた地方税源の中で財源調整を
行うのではなく、地方が担う権限と責任に見合う地方税財源の拡充という本質的な問
題に取り組むよう強く要請する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成25年10月15日
衆議院議長、参議院議長、
内閣総理大臣、総務大臣及び財務大臣　宛

大田区議会議長

　東京都においては、平成25年２月、下水道管の再構築、水再生センター・ポンプ所の再構
築、浸水対策及び震災対策などを盛り込んだ「経営計画2013」を策定し、都民・区民の安
全を守り、安心で快適な生活を支える施策に努めていることと認識している。
　大田区内においては、これまでの取り組みにより、幹線等の下水道施設整備が徐々に進
み、大規模な浸水被害は軽減している。一方、近年多発している局地的な集中豪雨（以下
「ゲリラ豪雨」という。）により、未だ浸水被害が発生し、早急な対策が求められている。
　当区、上池台三丁目と五丁目地域は、平成12年３月に東京都下水道局が策定した緊急重
点雨水対策「雨水整備クイックプラン」の中で浸水対策重点地区に指定され、平成17年に
区立上池台三丁目公園内の地下に貯留容量6,700㎥の雨水調整池が完成し、それ以降、浸
水被害が大幅に減少した。しかしながら、本年７月23日のゲリラ豪雨では、当該地域におい
て、住宅や商店などへの床上・床下浸水被害が発生している。
　地域の方々からは、雨が降るたびに浸水に対する不安の声が数多く寄せられ、早急な対
策が求められている。また、当該地域は坂下やくぼ地などの地形であることから、同様な豪
雨が降ると、今後も繰り返し浸水被害が発生するおそれがあると考えている。
　大田区議会は、東京都が上池台三丁目と五丁目地域の浸水被害を十分に検証し、当該
地域における新たな浸水対策を早急に実施し、区民が安全で安心して暮らせるまちづくり
が推進されるよう、下記事項を強く要望する。

記

１　上池台地区の浸水被害を十分に検証すること。
２　上池台地区の新たな浸水対策案を確立し早急に実施すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

平成25年９月30日
東京都知事　宛

大田区議会議長

　トラック運送業は、我が国の物流の基幹産業として国内貨物輸送の重要な役割を担
い、経済の発展はもとより、国民生活の維持及び向上に欠くことのできないものとなっ
ている。
　しかしながら、トラック運送業を取り巻く環境は、昨年末以来の円安の影響もあり、
軽油価格の高騰による費用負担が増加の一途をたどっている。資源エネルギー庁が発表
した平成25年９月末現在での東京都での軽油の店頭価格は139.3円となり、４年前の平
成21年４月時点の102.1円と比較して36％もの価格上昇をみている。このような軽油価
格の高騰は経営状況の悪化を招き、今まさに事業存続の危機に晒されていると言える。
　こうした厳しい状況を乗り切るため、トラック運送業界は人件費の削減をはじめとし
たコスト削減など、あらゆる経営努力に取り組んでいるが、環境対策及びドライバーの
高齢化などの課題も抱えている。
　こうした状況を踏まえ、国及び都においては、軽油価格高騰により深刻な影響を受け
ている運送業界の現状に配慮し、軽油引取税減税の実現及び恒久化対策について早急
に対策を講じられるよう強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成25年10月15日

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
総務大臣、財務大臣、経済産業大臣及び東京都知事　宛

大田区議会議長

　現在、我が国で行われているワクチン接種は、予防接種法に基づく定期接種と同法によらない任意
接種に大別されている。
　そのため、接種費用や健康被害に関して、定期接種の場合と任意接種の場合では、被接種者の負
担等に差異が生じている。
　今般のヒトパピローマウイルス感染症（子宮頸がん）予防ワクチン接種にかかる健康被害の発症につ
いては、本人・家族の肉体的・精神的・経済的な苦しみのみならず、予防接種行政への信頼を揺るが
しかねない状況である。
　ワクチンで予防可能な疾患に関しては、今後も勧奨を行う必然性があり、同時にワクチンに対する
正確な情報を広く普及・啓発することが強く求められる。
　予防接種は、本来、公衆衛生行政として、定期・任意の区別なく接種費用や健康被害の管理、保障
について国が責任を持つべきである。
　以上のことを鑑みて、今後の予防接種行政に関し、下記の事項を要望する。

記

１　「ワクチンで予防可能な疾患はワクチンで予防する」との国の方針を示すこと。
２　ワクチンの効能と限界、接種に伴うリスクを国民に周知すること。
３�　すべての予防接種により生じた健康被害について、現行の予防接種法に基づく救済制度と同等の
救済制度を早急に整備すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成25年10月15日
衆議院議長、参議院議長、
内閣総理大臣及び厚生労働大臣　宛

大田区議会議長

　東京国際空港におけるＡ滑走路北側へ離陸後、直ちに市街地上空を左旋回する航空機運用について
は、大きな騒音被害が区内内陸部に生じることから、大田区は長らくその廃止を求めてきた。この左旋回
の運用については、平成12年７月から、朝７時、８時台の出発需要への対応として認めてきた。平成22年
10月の空港再拡張後は、１日当たりの上限が５便から２便減り３便以下とされたものの、依然として運用
が続いている。
　この左旋回運用は、北風時のみの運用とされ、また、東京国際空港の滑走路運用における北風運用
と南風運用の割合実績は、概ね６対４の割合という状況でありながら、ほぼ毎日のように３便の運用
がされている。この運用は、たて続けに離陸し低空で区内上空を飛行するため、大きな騒音被害だけ
でなく、直下で生活する区民に日々、安全性への不安を与えている。
　平成22年５月に貴省から発出された、再拡張後の運用に対する大田区への回答では、この左旋回に
ついて、当面１日３便以下とし、空港運用の慣熟を経て数年で廃止することを目標とするとともに、そ
れまでの間も可能な限り減便に努めることとされている。
　再拡張以降、段階的に大幅な発着容量拡大が行われ、平成26年３月末にはさらに年間約３万回もの
増枠が予定されている。これだけ大幅な発着容量の増加が進んでいるにもかかわらず、現時点におい
て、誠意ある具体策が示されていない。空港運用の慣熟による最後の増枠がなされる今こそ、地域住
民が待ちに待った廃止の時機である。
　歴史的に、戦後48時間以内の強制退去をはじめとする地域住民の多大なる犠牲と忍耐、騒音によ
る健康面への不安の上に今日の空港の発展があることに鑑みても、左旋回の運用が継続されることを
決して容認することはできない。
　大田区議会は、空港周辺住民の安全と生活環境を守ることは何よりも最優先されるべきと考え、東
京国際空港Ａ滑走路北側離陸左旋回の早期廃止を強く要請する。

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

平成25年９月30日
国土交通大臣　宛

大田区議会議長

　我が国の経済状況は、平成25年９月に内閣府が公表した月例経済報告における景気の基調判断に
おいて、「景気は、緩やかに回復しつつある。」とされ、企業収益も大企業を中心に改善し、今後の
景気回復の動きが確かなものとなることが期待されると報告されたところである。
　しかしながら、企業の生産拠点のグローバル化が進展した現在、このような景気持ち直しの動きも企
業規模等により大きな相違があり、ただちに区内中小企業の業績改善に結びつくとは言えない状況であ
る。特に経営基盤が脆弱な小規模事業者を取り巻く環境は、これまでの長期的な景気の低迷に加えて、
後継者不足問題など様 な々危機に晒されながら厳しい経営を強いられている現状にあるといえる。
　このような厳しい社会経済環境の中、東京都が平成14年度から実施している小規模非住宅用地に
対する固定資産税及び都市計画税の減免措置等は、小規模事業者にとっての事業の継続や経営の健
全化に寄与し、また、多くの区民生活に対しても安定をもたらすものであり、欠くことのできない
措置となっている。
　こうした減免措置等について、東京都が廃止も視野に見直しを行おうとすれば、区内小規模事業
者の経済的、心理的影響は極めて大きく、区内経済に与える悪影響が懸念されるところである。
　よって、大田区議会は東京都に対し、以下の措置を平成26年度以後も継続することを求めるもの
である。

１　小規模住宅用地に対する都市計画税を２分の１とする軽減措置
２　小規模非住宅用地に対する固定資産税及び都市計画税を２割減額する減免措置
３�　商業地等に対する固定資産税及び都市計画税について、負担水準の上限を65％に引き下げる減
額措置

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成25年９月30日
東京都知事　宛

大田区議会議長

地方税財源の拡充に関する意見書

上池台地区における新たな浸水対策を早急に求める意見書

軽油引取税の減税に関する意見書
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